
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南部学校給食センター 

令和５年６月 

梅雨時期は、気温や湿度が上がって食中毒が発生しやすくなります。食中毒予防の基

本は手洗いです。石けんを泡立ててしっかりと手を洗う習慣を付けるようにしましょう。 

食品の保存や調理の際には、衛生面にも十分気をつけることが大切です。食中毒など

にかからないためにも、日頃の生活を整えて免疫力を高めるようにしましょう。 

 

６月４日(日)～１０日(土)は『歯
は

と口
く ち

の健康
け ん こ う

週間
し ゅ う か ん

』です 

丈夫な歯で、しっかりとかむことは、健康な生活をする

ためにとても大切です。食後には、歯みがきやうがいをし

て、むし歯を防ぎましょう。 

梅雨
つ ゆ

時
どき

の食事
し ょくじ

に気
き

をつけよう！ 

家庭で実践していただきたい食育 

・家族みんなで食卓を囲む 

・朝ごはんを必ず食べる習慣をつける 

・お手伝いをさせる 

・食べ物の大切さを知り、食べ残さないなど 

 

かむ回数 を数えてみたことがありますか？ 

 かむ回数をくらべると、ファス

トフードは 562 回、和食は

1019 回と２倍近くの差があり

ます。この結果から、食べ物によ

ってかむ回数がかわることがわ

かります。和食はかみごたえのあ

る食材が多く使われている一方、

ファストフードは加工した食べ

物や油が多く使われていて、口当

たりのよいことが原因のようで

す。 

回 回 
562 1019 

ファストフード 和食 

資料：『誰も気づかなかった噛む効用』日本咀嚼学会編 窪田金次郎監修 日本教文社刊／『育てようかむ力』柳沢幸江著 少年写真新聞社刊 

 

 

 


